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所謂波佐見熱に關する研究
(其　の　一)
終戦後の所謂波佐見熱に関する一二の知見
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Ⅰ緒　　　　　呂
所謂波佐見熱は波佐見の開業嘗小鳥塔博士
により明治35年頃より著目せら率ぃ波佐見地
方に於けるワイル氏病棟疾患として、或ひは
長崎縣下の七日熱類似疾患として、又は所謂
波佐見熱としで、．疫拳的放びに臨林的研究が
行はれて菊た。本病は多ぐは数回の悪感の後
笹烈しき頭痛、腰痛、食恩不振等の症状を以
て39度乃至40度の高熱を發し．、凡そ1週内
外で不全不利状に解熱する。而して睨力感強．
く、殆んどすべてに眼球結膜の充血を認める。
後發症として大多数に椅子体潤潟を来すと吉
はれてゐるq　　　　　　　　　　　、
昭和6年阿部教授∴小鳥居博士等により本
病の病原体が發見せられ、秋疫レブースビラ
（以下秋疫レと略す）Aによるものと確定さ
れた。続いて昭和8年小鳥居博士により、秋
疫レ召の混在することが明かにされた。
昭和6年より9年迄の調査によると、秋疫
レA43例に封‾し秋疫レB3例で、8の存在は
極めて鹿かである。其の後阿部軟投等による
鼠族のレプトスピラ保有状況調査、雨萩博士
等による本病の血液朗見に關する研究、小鳥
居博士等による治療血清の製造等各方面の研
究が続出するに至った。然るに昭和10年頃よ
り本病に閲する研究は一時中断された軟態に
あった。著者は昭和25年よカ本病に閲すそ研
究を始めたのであるが、終戦後の患者發生状
況、病型、臨林症状等に關し、現在迄に－ニ
の知見を得たので故に報告する。
調査の方法としては、波佐見地方の開業欝
諸家を訪問し、改め調査すべき事項を印刷し
た用紙を配布しておきト所謂波佐見熟思者が
發生した場合には、所要事項を調査記入して
もらう株依頼すると共に、著者も，患者發生の
報に接した場合は、可及的自ら患家を訪問し、・
調査に遺漏のないように努めた。
ⅠⅠ終戦後の患者發生献花
明治36年より昭和9年迄の小鳥居博士の調
査によれば、朗謂波佐見熱の患者は毎年發生
してをり、最も多い年は38名、最も少い年は
5名である。然るに昭和22年頃の小鳥居博士
の言によると、昭和17年頃より本病患者の發
生は1年間に2～3名で、終戦後全くないと
のことである。路敬復改佐見地方ゐ開発皆問
にも相常の移動があった。著者が昭和25年に
波佐見地方の開業署家を訪れ、経軌彼の本病
發生の状況を調査した成績欄第1表の通ゎで
ある。
242 畠　　　　　　　　田
第1衷　終戦後の所謂波佐見熟思着発生淡況
年度一昭和20年ンヲ1年t22年l23年t2嘩i25年l2呼l計ム
患者数・ド　2、‡ol9　ト3　t　23一‡48115lllO
即ち昭和20年2名い昭和21年1名もなくい
22年9名、23年13名い24年23名である0之‾
等は臨林上所謂波佐見熱と診断されたもので
あ？て、免疫血清拳的検査は行はれてゐない0
昭和25年48名い昭和26年15名の患者が教生
・してゐる0即ち波佐見熟思者は終戦常時一時
減少の傾向を示したが、昭和22年頃より漸次
ムー
増加しい昭和25年には未だ骨てみられない程
の多数の患者が教生したわけである。昭和25
年庭番生患者の中より31名に於てい昭和26年
度教生患者の中よ▼り12名に於て、、快復期患者
血清と秋疫レとによる凝集反厳により秋疫レ
病なることを確めた0叉昭和26年慶患者中8
名の血液よわレプト風雪ラを培養検出した0
・ⅠⅠⅠ疫　學・的　事　項
こ1では昭和25年度及び26年度に於て所謂
波佐見熱の症状を呈した患者63名に就て主
として年令い性、職発い　月別教生状況及び病、ム
型等に関して記載する0
1）年令別　年令別に見るに第2表に示す如く一、
11～20才が最も多くして38い0％な示し、2l～う0
才が之に次ぎ23・8％で、31～4U才14・3％、41－50
才7・9％、10才以下及び61才以上は夫々6い芦％、51
′｝60才3・2％の暇である0小一見居博士の調査によれ
ば′戎時代には1l～20才が最も多くノ」又戎時代には
21【ナ30才が最多数在示してゐるが、総計に於ては両
者ほ略同数である。然るに「アブケ」熱、七日熱に
於ては第3表に示す如く11′｝20才が最も多く、発生
患者の約半数な占めてゐる0
弟　2　表　　波佐見熱患者の年代別年令調査
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2）性別　鹿者の性別は第4表に示す如く男48名、
女15名で男女の比は概ね3：1である○
波佐見熟思者の男女の比な年代により区分した成
績は、第4表の如く、仁舅が女の2～3倍の比率な示
してゐる0七日熱、，秋疫、作州熱に於ても、第5表
に示す如く常に男の方が多く、男が女の2～7倍で
ある。職業の関係等より男の方が女より感染の機会
が多いためであらう。○
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第　3　表　秋季レ病の年令別調査
誓　分ト音l器卜欝
、賃㌍、至上封封引計
第　4　表　波佐見熟思者の年代による性別調査
分　　　　昭和呼｛昭和蒜蒜年
…ミニー＋千三一い三二＝二三一二三いいいい…二三≡芸女∑概芸：？；；ム十5：　　48：15
第　5　麦　　秋季レ病の性別調査
区
舅：女　　　　　　　　　　　．
2：　　17：1　　　　5：　2
3）職業別　患者の職琴別は第6蓑に示す通りで　な占め、生徒が約≡分の÷な占めてゐる0其他商業、
ぁる。農業臥5％、生徒叫2％で農業が半数以上　公吏、陶黄昏◆2名、土工、瓦工、日雇夫々い甥であ
第　6　表　秋季レ病の職菓別調査
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る。然るに昭和26年度のみの調査でほ農業は僅か33
％であり、従来の統計に比すれば著しい減少である0
恐らく後述する如き天瞑の影響によるもの空いあらう0
4）月別発生状況　患者の月別発生状況は第7表
に示す通りである。即ち9月最も多くして46い0％で、
8月が之に次ぎ9月と大差なく　41い3％で両者の合計
ほ．約87％やある。10月9い5％、7月と11月が1・6％
で其他の月には全然患者の発生毎認めなかった○患
者の月別発生状況な年度別に見るに、昭和25年度に
l
於ては7月1名、8月22名、9月18名、10月6名、
11月．1名であるが、昭和26年度に於ては8月4名、9
月11名で、其他の月には患者の発生がない0
罪　q7　表　　波佐見熱患者の月別発生状況
小鳥居博士の調査によれば、9月が最も多くして
約50％毎示し、8月又は10月が第2位であるが、患
者の月別発生状況る；年により異るのも、主として天
候の影響によるものセあらう。昭和25、26年度の天
既と患者発生との関係な第8表に示す。昭和25年に
は7月から10月にかけて毎月5～6El以上降雨なみ
てゐるが、昭和26年には7月24日頃から附け月間野
天が続き、8月に於ては23日と29日との2日間雨天
があったのみである。
第　8　表　　天瞑と波佐見熟慮着発生との関係
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註：1）・ほ波佐見熟思着発生な示す 2）雨日以外は晴天叉ほ象
以上の成績より見るに、晴天が長く横く時
には波佐見熟思者の畿生が少く、或程度の降
雨の後に患者が多数馨生する傾向が見られる
ようセある。これはアカネズミが剛Hに穀類・
を取りに山から降りて発た場合にい　田に水が
滑って居ればい鼠の屁と共に排泄されたレプ
チスピラは相常永く水中に生存するこどが出
発るがい田が乾燥して居れば鼠の尿は排泄後
！
間もなく蒸馨しい尿と共に排出されたレプト
スピラは間もなく死滅し、人体に感染する横
合を失ふ敏であらう0池沼い河川等に於ては、
たとべ晴天が績いてもレブースピラの生存は
可能であるがい田に於ては前述せる如く、早
天の続いた後にはい　レプチスピラの生存期間
は極めて短いものと思はれる、。一方降雨によ
り田の坤がレタースピラの教育盛造血に修
正されると言ふ事茸等と考へ併せるならばい
天痕と秋季レ病の教生との間には密接なる関
係があると言ふづぎであらう。幾ら降雨が績
いてもレブースゼラ保有者であるアカネズミム
の存在がなければい本病が流行しな㌢ことは
勿論である。昭和26年度には病虫駆除のため
に】針HC等の駆虫剤が田に撒布せられてゐ
る0之等わ察品がレプトチビラに封しい殺菌
的に作月けることもー一應考慮に入れる必要が
あるかも知れない0
5）病型　波佐見熱患者の年度別病型は第
9表に示す通りである0
第　9．嚢　波佐見熱患者の年度別病型期香
一‡…いムー十い十÷十
計
計　い…－6．1；戸…　……
所謂波佐見勃患濱が免疫血清學的に秋疫レ
Aに‘よるととが証明されたのはい第9表に示
す6年間の成績のみである。昭和6年い　7年い
9年には秋疫レAのみである0昭和8年、い25
年及び26年には秋疫レBが混在して居り、昭
和26年に蜂12例中5例のBが証明された0即
ち近年祓疫レAに封する秋疫レBの比率が増
加する傾向が認められる0
ⅠⅤ　臨　淋　症　状
1）一般的事項：昭和25、26年度に発生した所謂
波佐見熱患者63名申い　快復期血清と秋疫レとによ
ろ塊集反応に放て陽性の成琵む示した43例！のみに就
て調査した臨林症状の統計ほ第10表に示す通りであ
る。
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第10義　　昭和25、26年鹿波佐見地方の
い
秋寧レ病臨林症状調査表
ム±一壬‡㍍一子～
発づ秋季レ病に殆んど必敬すると言はれて
ゐる症状に裁てみるにい惑塞86・6％い390・O
C以上の高熱95・1％い筋痛93・0％い睡眠障
碍93．0％い一眼球結膜充血100・0％であ少、
一後遺症として最も知られ七ゐる飛蚊症（硝子
体瀾濁）は調査し得た21例に於ては90一4％
に運められてゐる0紳経咤状として頭痛い膵
◆痛共に90％以上に認められた0
消化器症状としては咽頭痛48・8％い　患心
58・1％い　嘔吐18・6％、便秘39・5％、一下≠河
！
34・9％である。食恩不振は仝例に認められた。
肝扱塩大は約80％に見られい　肝臓の塑痛は
67・4％に証明された0眼球結膜の黄染は39・5
％に証明されたがい皮膚風於ける発癌は23・2
％に認められたのみであったb・脾腹は1例も
証明せられなかつ箆。皮膚出血疹は4・6％ヰ
認められたのみであり、吸血を見たものはな
かった0併し昭和26年度の患者に於て5名に
血痕を認めたことは注目に値する0蛋白尿は
有効期間に22名調査したがい其の中21名即ち
90・9％に陽性を呈した0
有勲期間は第11表に示す通りでい最短6日、
最長11日である0　7日のものが最も多くして
67・5％を占め、攻で6日13・9％い8日9・3％い
9日4・7％、10日及び‾11日2・3％の順である。
第11表　　昭和25、26年度波佐見地方に於ける
い　秋季レ病の有熱期日調査表
区分戸口j和一8日l和ll咽に日一計
モ士‥三さ∴三…∴ミいい……‥＝ニーい二一い三二
2）秋疫レAと秋疫レBとの症状比較：A
とぉとの症状を比較するにい類似してゐる鮎
が多いのであるが、8の方が一般に棺軽症の
様である。即ちAに於ては黄痘を28・5％に認
めてゐるのにいβムに於ては1例も認めてゐな
い。眼琢結院の黄染もAでは45・7％に認めた
がいBに於ては12・5％認めたのみである0皮
膚出血疹はAでは5・7％に革めたが、Bでは1
例も認めてゐない0
3）年齢による症状の差異：、小鳥居博士の
調査によるとこ波佐見熱による死亡者はすべ
『て50才以上のものである0以前から高齢者に
重篤のものが多いことが注目されてゐる枝で
あるがい著者の調査に於てもー般に弱年者程
環状が軽くい高齢者に重時の多い傾向が兄ら
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れる。黄痘の出現状況を秋疫レAのみに就て
みるに、41才以上の者では62・5％に、40才
以下の着では18・4％である。
叉筋肉痛を認めないものが3例あったが、
3例共20才以下のものである0
4）年代樗よる症状の推移：波佐見熱患者
の年代別症状調査は第12表に示す通りである0
即ち明治36年から昭和6年迄む3期に分ちい
著者の調査期間を加へ4胡に置分レて症状を
比較してみるに、肝臓肥大は各期共略同率で
ある0黄痘に就てみるにい明治末期迄には60
％を示したものるミ、大正の前年には40％い大
正の末期から昭和の初めにかけて32・9％を示
しい著者の調査せる昭和25い26年度には23・2－
％に減少してゐるb
出血疹は明治末期迄に30％い大正前年期に
は10％を示したがい昭和25い26年慶には4・6
％に減少してゐる0脾膿も明治末期迄には10
％に認められたがい漸次減少し、昭和25い26t
年度には1例も証明することは出来なかった0
本病に．よる死亡率はい明治時代には3・4％を
示したが、漸次豆成少しい昭和25い26年度には
1例も認められない。以上の如く時代の推移
と共忙い一般に軽症となって束たことは確か
である。
第12表・波佐見熱患者の年代別症状調査
Ⅴ　絶　　　　　　括
著者は波佐見地方開業撃諸家の協力を得てい
終戦後の所謂波佐見軌患者に就き調査した成
績を線括するにい
1）終戦常時波佐鬼熱患者は一時減少した
がい昭和22年頃より漸次増加し始めた。
昭和20年よ少26年迄に蟄生した患者は110名
である。其の中昭和Z5年度には48名葱生した0
此の数字は一年間の患者教生数として明治36
年以来：最大のものである。
2）昭和25い26年度の朗謂汝佐見熟思者63
名に就ての疫學的調査では、
イ）年齢別にみるに10才以下6・3％い1、1～・
20才38・0％ー　21－30才23・8％い　31〝40才
14．3％い4l－50才7・9％、5レ60才3・2％、61
才以上6・3％である0即ち1た20才が最も多
、
くい21′・■30才が之に次ぐ0
ロ）性別は男48いい女1～5で、男女の比率は
概ね3∴lである＿。
ハ）職業別にみるに濃兼55・5％い　生徒
い30．2％、商業い公吏い陶工各々3・2％い土工い
葛工い日雇夫々1・6％の咽である0
・ニ）月別患者着生は7月1・6％、8月41・3
％い9月46．0％い10月9・5％い11月1・6％セあ
る。即ち9月が最も多く、8月が之に女ぎ9月
と殆んど同数である0
ホ）病型を確かめ得たのは43例でい秋疫
レAに・よるもの35例い秋疫レちによるもの8例
である。チ
3）昭和25い26年度の朗謂波佐見熟思老中、
免疫血清拳的に秋季レ病として確められた43
例に就て調査した臨林症状の主なるものを拳
ぐれぼ
イ）意塞86・0％，ム390・OC以上の高熱
95・1％い筋痛93・0％いム睡眠障碍93・0％い眼
球結膜充血100％い肝臓魔張79・0％い　黄痘
23．2％。後遺症として硯はれる飛蚊症（椅子
体渦濁）は調査し得た22例中21例（90・4％）
に証明された。
ロ）有熱期間は6日13・9％い7日67・5％、
－8日9．3％、9、日4・7％、10日及び11二日2・3％セ
7日が最も多い0
ハ）1秋疫レ8によるものは郡琴レAに薫る
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ものに比し一般に精密症である0
ニ）症状を年齢別にみるに、『路年者に軽
症が多くい高齢者に、重症者が多い傾向が見
られる。
4）明治時代より年代別に症状を比較して
みるにい時代の推移と共に漸次症状が軽くな
って釆た傾向が認められる。
（構築するに当り横田教授の御指導と御校閲に対し淫謝すると共に、叉御多忙の申な患者な紹介
されし小鳥居、い坂口い渋川、田尻、高月、部長こ野中、峰の諸氏に感謝の意な表す0併せて本
研究に掌り常々御援助な与へられし後藤講師、軌こ種々御便宜な与へられし萱倉教授及び青木
教授に謝意み表す）
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